
レ
ッ
ド
・
ル
ー
レ
ッ
ト
（
そ
の
３
） 

 

稲
宮 

健
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一
九
七
九
年
鄧
小
平
の
改
革
、
開
放
の
音
頭
で
莫
大
な
国
家
予
算
が
経
済
成
長
に
注
ぎ
込
ま
れ
た
。
普

通
の
大
卒
の
こ
の
著
者
夫
婦
は
こ
の
波
に
乗
っ
て
起
業
し
、
温
家
宝
の
妻
、
張
お
ば
さ
ん
の
後
盾
を
得
て
、

北
京
国
際
空
港
に
隣
接
す
る
航
空
貨
物
を
取
り
扱
う
大
規
模
な
施
設
の
所
有
者
ま
で
成
り
上
っ
た
。
し
か

し
、、
温
家
宝
一
家
の
蓄
財
が
明
る
み
に
出
て
風
向
き
が
か
わ
り
、
一
家
の
命
運
が
暗
転
し
た
の
を
前
回
ま

で
に
述
べ
た
。 

 

時
代
の
波
に
乗
り
、
破
竹
の
勢
い
で
突
っ
走
っ
た
頃
は
、
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
に
乗
り
、
政
府
の
中
枢
部

に
フ
リ
ー
パ
ス
で
乗
り
入
れ
で
き
る
特
別
な
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
手
に
入
れ
、
ス
テ
イ
タ
ス
を
誇
っ
た
。

年
代
も
の
の
茅
台
酒
を
振
る
舞
う
会
合
に
許
認
可
権
を
持
つ
役
人
と
同
席
し
、
会
食
に
張
お
ば
さ
ん
の
影

が
映
れ
ば
、
自
ず
と
権
力
の
匂
い
を
嗅
い
で
人
が
集
ま
り
事
柄
が
円
滑
に
進
む
。
所
謂
陰
で
働
く
「
関
係
」

が
円
滑
油
に
な
る
。 

  

時
代
が
大
き
く
変
わ
っ
た
背
景
を
こ
の
よ
う
い
書
い
て
い
る
。
毛
沢
東
は
一
人
で
す
べ
て
を
決
め
た
。

鄧
小
平
は
数
人
の
長
老
と
相
談
し
た
。
江
沢
民
は
さ
ら
い
多
く
の
人
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
習
近
平
が
顔
を
だ
し
た
頃
、
こ
の
延
長
上
だ
と
楽
観
し
て
い
た
。
二
〇
一
二
年
王
岐
山
が
習
近
平

を
褒
め
て
い
た
の
で
、
改
革
開
放
に
進
む
と
思
っ
て
い
た
が
、
彼
が
同
年
中
央
委
員
会
総
書
記
に
就
任
す

る
と
、
大
々
的
な
反
腐
敗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
役
人
が
追
放
さ
れ
た
が
、

主
な
狙
い
は
彼
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
薄
熙
来
、
周
永
康
を
追
い
落
す
た
め
だ
っ
だ
。
そ
し
て
、
言
論
の
自

由
や
、
司
法
の
独
立
な
ど
西
欧
の
思
想
は
中
国
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
主
張
し
て
い
る
。
香
港
の
締
め
付

け
は
こ
の
現
れ
で
あ
る
。 

  

参
考
文
献
は
異
な
る
が
、
柯
隆
著
の
「
ネ
オ
・
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク
」
で
は
民
主
化
に
は
長
い
期
間
が
必

要
と
述
べ
て
い
る
。
多
分
、 

文
革
を
体
験
し
た
世
代
の
次
の
世
代
か
も
知
れ
な
い
。
魯
迅
の
「
阿
Ｑ
正

伝
」
で
書
か
れ
た
「
奴
才
」、
権
力
者
に
反
抗
せ
ず
、
弱
い
も
の
に
冷
た
く
す
る
精
神
は
王
朝
支
配
で
染
み

付
い
た
精
神
構
造
だ
と
述
べ
い
る
。
今
の
中
国
の
愛
国
主
義
は
自
分
に
都
合
よ
い
愛
国
主
義
で
、
本
当
に

国
を
愛
す
る
も
の
で
な
い
と
書
い
て
い
る
。 

  


